
 

あとがき 

 ☺ 毎日、慌ただしく生活をしています。家事・仕事・育児・・・。「今しかな

い、日々を一生懸命に生きる」が信条の私ですが、時には、弱音を吐きたくなり

ます。先日の事です。夕飯の準備をしながら、「あ～、もう疲れた。もう、いや

だー。明日はご飯を作りたくない。」と私がこぼすと、小学 4 年生の下の子ども

が困ったような表情で、「それなら明日の晩御飯は僕が作るよ・・。」と言ってく

れました。食事の支度が嫌なわけではなく、上の子どもに食事の支度が遅い事を

なじられてイライラしていたのです。仕事をして、あなたたちの世話をして、こ

んなに頑張っている母に感謝はないの？という被害的な気持ちでいっぱいでし

た。下の子どもの優しい言葉に、我に返り、「いやいや、大丈夫よ(*^_^*)。ちゃ

んと作るね。」と言ったところでした。その夜は久しぶりに家族が揃い温かな雰

囲気の夕食でした。「家庭は、疲れた体と心を癒しに帰る場所」・・友人が教えて

くれた言葉です。上の子どもも、疲れてお腹がすいていたのでしょう。母親の私

は、もっと心に余裕を持ち、笑顔で家族を受け入れないと・・・と子どもたちの

楽しげな食事の様子を見て、ちょっぴり反省しました。   事務 （ｍ．ｋ） 

♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧♧ 

 

 

 

 

 

    （事務所受付）                 （相談室） 

ご相談は電話にてご予約下さい。秘密は厳守されます。相談費用に余裕が

ない方は、法テラスの無料相談ができます。事務所までご相談下さい。 

当事務所のホームページアドレスです。どうぞご覧下さい。 

http://www.kashiyae-lawoffice.com/ 
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新年を迎え、ようし今年こそは、と決意を新たにされた方も多いのではないで

しょうか。今までできなかった事、やろうと思いつつもつい流されてしまった事。

時の流れは速いものです。実行に移し、きらりと光る一年にしたいですね。 

http://www.kashiyae-lawoffice.com/
mailto:kashiyae-lawoffice@office.made.ne.jp


    ～ご存知ですか？ 

    遺言について ① 

  遺言とは、自分が生涯をかけて築き、かつ守ってきた大切な財産を最も

有効・有意義に活用してもらうための遺言者の最後の意思表示です。世の

中では、遺言書がないために相続が争続になることが少なくありません。

今まで仲の良かった親族が争うことほど悲しいことはありません。また遺

言書があっても相続分が少ない家族や親族が訴えを起すこともあり、その

書き方は残された家族への配慮が必要です。 

今回はその「遺言」についてその種類や書き方、注意事項などを数回に

分けてご説明します。 

 

   ・遺言の種類 

  

 

 

 

 

1 自筆証書遺言とは・・ 

ご本人が、紙に遺言の内容の全文を書き、日付け、氏名を書き、捺印した

ものです。費用も掛からず、いつでも書け、何回でも書き直すことができま

す。ただし、誤りを訂正する時は押印が必要です。すべてを自筆しなければ

なりませんので、パソコンやタイプライター、録音や映像は無効となります。 

遺言内容が簡単な場合はともかく、そうでない場合には、法律的に不備な

内容になってしまう危険があり、後に紛争の種を残したり、無効になってし

まう場合もあります。 

この自筆証書遺言は、遺言を発見した人が、必ず家庭裁判所にこれを持参

し、相続人全員に呼出状を発送した上、その遺言書を検認するための検認手

続を経なければなりません。さらに、自筆遺言証書は、これを発見した人が

自分に不利なことが書いてあると思った時などに、破棄したり、隠匿や改ざ

んを行ってしまう危険がないとは言えません。 

 

2 公正証書遺言とは・・ 

公証人役場に出向き、ご本人が公証人の前で遺言の内容を口述し、それを

公証人が正確に文章にまとめ、公正証書遺言として作成するものです。その

際、証人 2 人（相続人や親族以外の第三者）の立ち合いが義務づけられてい

ますが、もし適当な証人が見当たらない場合には公証人役場で紹介してもら

うことも出来ます。公証人は、多年、裁判官、検察官等の法律実務に携わっ

た法律のプロで正確な法律知識と豊富な経験を有していますので、複雑な内

容であっても法律的にきちんと整理した内容の遺言にしますし、方式の不備

で遺言が無効になる恐れもありません。公正証書遺言は、自筆証書遺言と比

べて、安全かつ確実な遺言方法といえます。 

また、公正証書遺言は、家庭裁判所で検認の手続きを経る必要がないので、

相続人が遺産分割協議を行うことなく、金融機関の口座名義変更や、不動産

の名義変更が可能になります。さらに、原本が必ず公証人役場に保管されて

いますので、遺言書が破棄されたり、隠匿や改ざんをされる心配はありませ

ん。 

平成 26 年 4 月からは、震災などにより原本や正本・謄本が減失しても復

元ができる原本の二重保存システムも全国の公証人役場で構築され、安心安

全な仕組みが強化されました。 

  

３ 秘密証書遺言とは・・  

 遺言の内容を秘密にしたままでその存在を明確にできる遺言です。手書

きの必要はなく第三者の筆記でも大丈夫です。その遺言が間違いなく遺言者

本人のものであることを明確にさせるために、作成には複雑な手続きがあり

ます。また、遺言の内容を誰にも明らかにせず秘密にできますが、公証人は

その遺言の内容を確認することができないので、内容に法律的な不備があっ

たり、紛争の種になったり、無効となる危険性がないとはいえません。この

秘密証書遺言は、発見者が家庭裁判所に届け出て、検認手続きを受けなけれ

ばなりません。 

 

※次回は、特別方式と遺言作成についての注意事項をお伝えします。 

参考・・公証人連合会「遺言」 

〇普通方式 

 1 自筆証書遺言 

 2 公正証書遺言 

 3 秘密証書遺言 

〇特別方式 

 1 危急時遺言（一般・難船） 

 2 隔絶時遺言（一般・船舶） 


